
皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク　　　　　　　　　　　　　平成 16年 10月 25日　第 13号

－水がささえる豊かな社会－　独立行政法人水資源機構　思川開発建設所　　　　　　 　　この用紙は再生紙を使用しています

思
川
開
発
建
設
所
で
は
、
工
事
等
に
伴

い
改
変
さ
れ
た
土
地
等
の
植
生
回
復
の
方

法
と
し
て
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺
に
生

育
す
る
郷
土
種
を
用
い
た
植
栽
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
、
の
り
面
の
安
定
化

等
の
観
点
か
ら
急
速
な
緑
化
を
目
指
し
て

い
た
た
め
、
外
来
種
等
で
の
緑
化
を
行
う

事
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
、
外
来
種
の
繁
殖
能
力
の
強
さ
か
ら
在

来
種
が
負
け
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
環
境

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
生
じ

る
事
か
ら
、
近
年
は
、
地
域
に
生
育
す
る

郷
土
種
を
用
い
た
緑
化
が
主
流
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
建
設
所
で
は
、
郷
土
種
の
苗
木
に
つ

い
て
は
、
水
没
予
定
地
内
（
旧
梶
又
小
学

校
周
辺
）
に
育
苗
施
設
を
設
置
し
て
職
員

自
ら
の
手
で
育
成
す
る
事
と
し
て
い
ま
す

が
、
自
然
体
験
学
習
（
仮
称
）
等
で
子
供

た
ち
と
一
緒
に
ド
ン
グ
リ
拾
い
や
育
て
た

苗
木
の
植
栽
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
実
施
に
向
け
た

第
一
歩
と
し
て
、
今
秋
よ
り
試
験
的
に
郷

土
種
苗
木
の
育
成
を
始
め
る
事
と
し
ま
し

た
。ま

ず
、
水
没
予
定
地
内
に
お
い
て
種
子

の
採
取
を
行
い
ま
す
。
採
取
す
る
樹
種
は
、

ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺
の
落
葉
広
葉
樹
林

を
構
成
す
る
種
と
し
、
種
子
の
分
布
状
況
、

結
実
状
況
や
採
取
可
能
量
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
よ
り
樹
種

お
よ
び
採
取
量
を
決
め
、
種
子
採
取
を
行

い
ま
す
。
今
回
は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ

り
、
採
取
・
精
選
・
育
苗
が
容
易
な
種
で

種
子
採
取
時
期
と
な
る
１０
月
下
旬
以
降

に
採
取
可
能
な
樹
種
と
い
う
事
か
ら
、
１０

種
類
程
度
の
種
子
採
取
を
目
標
と
し
、
１

種
に
つ
き
２００
粒
程
度
を
採
取
し
ま
し
た
。　
　
　

つ
ぎ
に
、
採
取
し
た
種
子
の
精
選
を
行

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
種
子
の
状
況
に
応

じ
て
、
①
果
肉
の
除
去
（
ク
サ
ギ
、
ガ
マ

ズ
ミ
）
②
水
選
（
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
シ
ラ

カ
シ
な
ど
：
今
回
は
ド
ン
グ
リ
類
は
採
取

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）
③
脱
粒
（
ネ
ム
ノ

キ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
）
な
ど
の
作
業
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ポ
ッ
ト
等
に
種
子
を
播

き
ま
す
。
今
回
は
、
育
成
す
る
予
定
の
苗

木
が
少
量
で
あ
る
事
お
よ
び
苗
木
の
移
動

が
容
易
で
あ
る
事
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト

に
播
き
ま
し
た
。
ポ
ッ
ト
に
入
れ
る
土
は
、

保
水
力
・
保
肥
力
を
考
慮
し
、
鹿
沼
土
・

砂
・
腐
葉
土
を
混
合
し
て
用
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
苗
木
の
育
成
に
関
し
て
素
人

同
然
で
、
今
後
詰
め
て
い
く
べ
き
点
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
郷
土
種
苗
木
の
育
成

を
進
め
る
中
で
育
成
技
術
を
確
立
し
て
い

く
と
と
も
に
、
地
形
改
変
箇
所
へ
の
郷
土

種
の
植
栽
に
対
応
す
る
た
め
に
、
直
播
き

用
の
苗
床
な
ど
も
造
成
し
苗
木
の
量
産
体

制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郷
土
種
苗
木
の
育
成
経
過
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
思
川
だ
よ
り
の
中
で

報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
摩
ダ
ム
周
辺
の
風
景
等
を
職
員
が
現
地

で
業
務
を
行
う
か
た
わ
ら
撮
影
し
て
お
り

ま
す
。
思
川
開
発
事
業
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
後
世
へ
の
記
録
と
し
て

残
す
た
め
に
第
一
回
所
内
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
入
賞
作
品
を
掲

載
し
ま
す
。

　

今
後
も
随
時
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
皆
様

に
季
節
の
写
真
を
お
見
せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

思
川
だ
よ
り

河
川
の
連
携
・
地
域
を
つ
な
ぐ
明
日
へ
の
水
　
思
川
開
発

南摩ダム予定地

　　　　　　（右後方は男体山）
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柴田　安宏

お

　

も

　

い

　

が

　

わ

か

わ

優秀賞「蒟蒻の森」

第三用地課　荒木　段

優秀賞「ムクゲの咲くころ」

第一用地課　新井　広司
グランプリ「

お  ろ

日陰の滝」

調整課　小原　利治

  

今
年
は
、
日
本
に
上
陸
し
た
台
風
の
数
が
観
測
史
上
最
多

の
１０
個
を
記
録
し
、
全
国
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

　

南
摩
ダ
ム
及
び
取
水
放
流
工
周
辺
地
区
に
お
い
て
は
、
幸
い

に
も
現
在
の
と
こ
ろ
被
害
は
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
大
き
な
出
水
を
記
録
し
た
１０
月
９
日
の
台
風
２２
号
で
は
、

南
摩
ダ
ム
サ
イ
ト
地
点
に
お
い
て
累
計
雨
量
１５４
ミ
リ
が
観
測

さ
れ
、
同
地
点
の
南
摩
川
で
は
１９
時
に
ピ
ー
ク
流
量
毎
秒
２２

立
方
メ
ー
ト
ル
、
大
芦
川
取
水･

放
流
工
地
点
で
は
、
２０
時
に

毎
秒
１１８
立
方
メ
ー
ト
ル
、
黒
川
山
口
橋
地
点
で
は
、
１９
時
に
毎

秒
８１
立
方
メ
ー
ト
ル
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
川
、
大
芦
川
両
取
水･

放
流
工
地
点
に
お
い
て
取

水
制
限
流
量
（
か
ん
が
い
期
毎
秒
６
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え

た
主
な
出
水
は
、
５
月
の
台
風
２
号
以
降
８
回
（
１０
月
２５
日
現

在
）に
達
し
ま
し
た
。

☆事業の最新情報を皆様にお伝えします☆

台
風
に
よ
る
出
水
状
況
に
つ
い
て

（注
）流
量
デ
ー
タ
は
速
報
値
で
す
。

南摩川（ダムサイト地点）10/9 11時　12m3/s

大芦川(取水･放流工地点)10/9 8時　75m3/s

ポット苗への種播き作業風景
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平
成
１６
年
８
月
３
日
（火
）に
栃
木
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
（宇
都
宮
市
）に
お
い
て
栃
木

県
水
の
週
間
行
事
が
開
催
さ
れ
、
水
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
と
水
の
講
演
会
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
思
川
開
発

事
業
等
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
集
ま
っ
た

約
５００
名
の
方
々
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
冊
子
を

配
布
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
熱

心
に
パ
ネ
ル
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
今
後
と
も
機
会
が
あ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
広
報
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
２６
回
目
と
な
る
「
全
日
本
中
学

生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
栃
木
県
表

彰
式
で
は
、
県
内
１１
の
中
学
校
か
ら
６８１
名

の
方
々
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
各
中
学
校

に
て
選
抜
さ
れ
た
９８
編
の
中
か
ら
、
栃
木
県

審
査
会
優
秀
賞
な
ど
入
賞
作
品
２５
編
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
水
の
講
演
会
で
は
、

「富
士
山
か
ら
日
本
を
変
え
る
」と
題
し
て
、

登
山
家
・
野
口　

健
氏
に
よ
る
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
野
口
氏
は
１６
歳
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
最
高
峰
モ
ン
ブ
ラ
ン
登
頂
を
皮
切
り

に
２５
歳
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
さ
れ
、
当
時
の

７
大
陸
最
高
峰
世
界
最
年
少
記
録
を
樹
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
山
の
ご
み
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
エ
ベ
レ
ス
ト
や
富
士
山
の
清

掃
登
山
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
で

は
、
山
と
ご
み
、
そ
し
て
水
に
つ
い
て
実
際
の

体
験
を
生
か
し
た
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ

き
、
集
ま
っ
た
方
々
は
自
然
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

　　

思
川
開
発
建
設
所
で
は
、
来
る
１１
月
６
日

（
土
）
・
７
日
（
日
）
に
鹿
沼
商
工
会
議
所
催

事
ホ
ー
ル
及
び
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
る

「
か
ぬ
ま
産
業
交
流
フ
ェ
ア
」
に
出
展
い
た
し

ま
す
。 

　

か
ぬ
ま
産
業
交
流
フ
ェ
ア
と
は
、
鹿
沼
市
の

産
業
紹
介
や
特
産
品
の
展
示
・即
売
を
行

い
、
市
内
産
業
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
鹿

沼
市
及
び
産
業
界
の
一
層
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

建
設
所
も
、
思
川
開
発
事
業
を
よ
り
広
く

一
般
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
地

元
鹿
沼
市
の
方
々
の
交
流
を
図
る
べ
く
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
鹿
沼
市
内
の
企
業
な
ど
を
は
じ

め
幅
広
い
分
野
か
ら
参
加
が
あ
り
、
各
々
の

特
色
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
物
販
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
も
是
非
お
越
し

下
さ
い
。

人　

事　

異　

動

１０
月
１
日
付
で
転
入
・
転
出
の
あ
り
ま
し
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
転
入
者
◆
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」【 

前
任
地 

】

第
一
調
査
設
計
課　
　

一
ノ
瀬
泰
彦　
　

（
荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所
）

◆
転
出
者
◆
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」【 

転
出
先 

】

第
一
調
査
設
計
課　
　

津
久
井
正
明　
　

（
荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所
）

工
務
課　
　
　
　
　
　

角
田　

和
彦　
　

（
荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その⑨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　リンドウ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　リンドウ（竜胆）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Gentiana scabra
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var.buergeri
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 花期：９～１１月
　　　　　　　　　　　　　　　　   分布：本州、四国、九州
　

　

　リンドウは、日本の秋を代表する山野草で、９～11月に青
紫の花を咲かせます。一般に高原から平地の明るい草地や雑木
林に生育し、南摩では西之入地区や粟沢地区などの日当りの良
い管理された雑木林の林縁部などで見られます。
　リンドウは、漢字で「竜胆」と書きます。漢方ではリンドウ
の根茎や根を乾燥させたものを「りゅうたん」と呼び、健胃薬
として使用されています。非常に苦く、「クマの胆嚢」よりも
さらに苦いという意味で「竜胆」と名付けられたそうです。
　リンドウに似た花としては、フデリンドウやツルリンドウが
挙げられます。フデリンドウは春に咲き、秋には咲かないので
リンドウと区別できます。ツルリンドウは秋にも咲くのです
が、文字通りツル状で、且つ花が淡紫色をしているので区別で
きます。
　これから秋本番に向かい少し寒さを感じる季節になってきま
したが、皆さんも野外に出てリンドウの青紫の美しい花を探し
てみませんか？

その⑥「日本の水事情」

　今後、日本の人口は減少に向かうと予測されていますが首都
圏、名古屋圏、大阪圏では今後２０年程度横ばいで推移すると見
込まれており、これらの圏域では水需要量も現在と同様の水準が
続くと予想されます。
　一方、日本の年平均降水量の経年変化をみると、小雨年と多雨
年の開きが次第に増加し、渇水年の降水量が減少する傾向にある
ことから、安定した水資源の確保について全く心配がないとはい
えず、これからも水を限りある資源と認識し節約することも大切
です。
　また、想定していた規模以上の渇水が生じた場合の対応を考え
ておく必要があります。

　　　　　　　　　　　　参考文献　：「平成16年版　日本の水資源」

図－１　日本の降水量の経年変化


